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特定非営利活動法人まひろ 

相談支援ルフト 

 

令和７年度 障害者支援施設等デジタル技術等活用支援事業 導入内容と効果 

 

１．ノートパソコン 

①導入機器数量 

ノートパソコン 1 台 

②導入の目的 

サービス等利用計画やモニタリング報告書作成の際、社外にて面談を行い、所内に戻り書類を 

作成後、サインを受領するために、再度日程調整や訪問、面談に時間を要していた。 

③導入による効果 

 サービス等利用計画やモニタリング報告書作成の際、その場で書類作成、パソコンの画面にて 

サインの受領まで行うことが可能となり、訪問や面談、郵送対応の時間の削減ができた。 

 

２．キーボード 

①導入機器数量 

 着脱可能キーボード（ペン付き）１台 

②導入の目的 

 サービス等利用計画やモニタリング報告書作成の際、社外にて面談を行い、所内に戻り書類を 

作成後、サインを受領するために、再度日程調整や訪問、面談に時間を要していた。 

③導入による効果 

 サービス等利用計画やモニタリング報告書作成の際、その場で書類作成、パソコンの画面にて 

サインの受領まで行うことが可能となり、訪問や面談、郵送対応の時間の削減ができた。 

 

３．モニターディスプレイ 

①導入機器数量 

 モニターディスプレイ １台 

②導入の目的 

 請求業務や法定代理受領通知書類作成等で、内容の確認が必要な際に、ノートパソコンの画面 

だけでは見づらい部分もあり、画面の設定変更や修正が必要になることがあった。 

③導入による効果 

 モニターに表示させることで内容が見やすくなり、ノートパソコンと 2 画面での確認が可能に 

なったことで、確認や修正の時間の削減ができた。 

 


